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       平成 21 年 3 月期第 3四半期連結業績と平成 20年 3 月期第 3四半期連結業績 

      との差異に関するお知らせ       

 

 平成 21 年 3 月期第 3四半期連結累計期間（平成 20 年 4月 1日～平成 20 年 12 月 31 日）の連結業績と平成 20 年 3月 

期第 3四半期連結累計期間（平成 19 年４月 1日～平成 19 年 12 月 31 日）の連結業績に差異が生じましたので下記のと 

おりお知らせいたします。 

                        記 

１．連結業績の差異 

（単位：百万円）

平成20年3月期第3四半期
累計期間実績値

( A ) 6,227 1,288 1,308 775

平成21年3月期第3四半期
累計期間実績値

( B ) 4,605 313 427 166

　　増   減   額  　 ( B - A ) △ 1,621 △ 974 △ 881 △ 609

　　増   減　 率  ( % ) △ 26.0 △ 75.7 △ 67.3 △ 78.5

8,399 1,663 1,634 909（参考）平成20年3月期

四半期(当期)純利益営業利益 経常利益営業収益

２. 差異が生じた理由 

当第 3 四半期累計期間における商品先物市場は、世界的な金融不安による信用収縮と景気悪化が一層鮮明になる環境

下にあり、当社の委託売買高は 2,266 千枚（前年同期比 34.9%減）と引き続き厳しい状況下にあります（自己売買高を

含めた売買高合計は 3,184 千枚（同 35.2%減））。当第３四半期連結累計期間における営業収益 4,605 百万円（同 26.0%

減）の内訳は、受取手数料が 2,795 百万円（同 44.5%減）となり、売買損益では 1,726 百万円の利益で前年同期に比べ

622 百万円（同 56.3%増）の増収となっております。受取手数料は、貴金属市場の金ミニ部門が堅調であったものの総

じて振るわなかったこと等によるものであり、一方、売買損益では、石油市場が好調に推移し、他部門も概ね順調であ

ったことから大幅な増収となっております。営業費用は経費節減に努めたものの 4,292 百万円（同 13.1%減）の計上と

なり、この結果、営業利益は 313 百万円（同 75.7%減）の計上となりました。 

これに伴い、経常利益は 427 百万円（同 67.3%減）となり、特別損益部門では投資有価証券評価損 239 百万円等を計

上した結果、税金等調整前四半期純利益は 280 百万円（同 78.6%減）、四半期純利益は 166 百万円（同 78.5%減）となり

ました。 

                                                以 上  


